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２０１９年度 （学）池坊学園・事業報告書 

２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日まで 

はじめに 

学校法人池坊学園は「和と美」を建学の精神として、広い知識と高い見識を備え、知性

ある社会人を育成に努めるとともに、大学改革に取り組んでいる。 

２０１９年５月２４日、私立学校法の一部改正を含む「学校教育法等の一部を改正する

法律」が公布され、２０２０年４月より施行となりました。今般の改正は、学校法人制度

の管理運営制度の改善を図る観点から、①役員の職務と責任の明確化、②経営力の強化（中

期計画の作成）、③情報公開の充実、④破綻処理手続きの円滑化を内容とするものです。 

このうち中期計画については、創立７０周年を迎える向こう５年間(２０１８年度から

２０２２年度)において、２０１８年度末に策定した「池坊短期大学５カ年計画」をベース

に「学校法人池坊学園中期計画」を策定し、６つの領域を中心に中期的な視点から設定し

た計画を推進している。 

教育研究においては、教育機関としての本学の特性を一層際立たせるため、専門教育や

学生支援の質を向上し、いけばな教育を再設計し、地域や社会との連携を強化する施策を

立案して、一部の着手を開始した。本学がステークホルダーにとって、唯一無二の魅力あ

る短大となり、定員充足を果たすことが、短大経営の安定化につながる必要条件と考えて

いる。 

また、教育研究活動を支えるには強固であり安定的な財政基盤が必要となるが、定員充

足を最重要課題として募集活動を強化する一方で、支出面については適正な経費支出を行

った結果、前年度に引き続き教育活動資金収支の黒字を達成することができ、私学事業団

による「定量的な経営判断指標に基づく経営状態の区分」でのＣ２段階からの脱却を達成

することができた。 

中期計画の実現に向けては、さらなる改善が必要であるが、本事業報告書を基に、チェ

ックを徹底し、課題を洗い出し、教職員一丸となって着実に実行し、学園の発展を確実に

推し進めていく。 

 最後に、２０１９年１２月に発生した新型コロナウイルス感染症に関して、学生および

保護者ならびに教職員の健康と安全の確保を第一に考え、また、このような状況下にあっ

ても学生が安心して学業を継続し無事卒業できるよう、様々な措置を速やかに講じている。 

 

１ 法人の概要 

（１） 設置する学校の学科・コース編成 

   ①池坊短期大学 

    文化芸術学科（入学定員 ７０名、収容定員 １４０名）  

いけばな・花デザインコース 

           ブライダルプランナーコース 

           医療クラークコース 

    環境文化学科（入学定員 ９０名、収容定員 １８０名）  

           製菓クリエイトコース 
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           トータルビューティーコース 

           エステティシャンコース 

    幼児保育学科（入学定員 ９０名、収容定員 １８０名） 

 

   ②池坊文化学院 

    文化・教養専門課程（入学定員 １３０名、収容定員 ２００名） 

文化芸術科 現代文化コース（昼・２年） 

      伝統文化コース（昼・２年） 

      文化集中コース（昼・１年） 

      研究コース  （昼・１年） 

 

（２）役員・役職者（２０２０年３月３１日現在） 

   理事長（常勤） 高杉巴彦（学長） 

   副理事長（常勤）池坊美佳 

理 事（常勤） 郷端清人（常務理事）、松井邦子（副学長） 

理 事（非常勤）岡稔晴（学院長）、川本八郎、岡山栄雄、松井孝治、小林章博、 

        波頭亮 

 

 監 事     小林一郎、平岡彰信 

 

 評議員     高杉巴彦、池坊美佳、郷端清人、松井邦子、岡稔晴、川本八郎、 

        岡山栄雄、松井孝治、小林章博、波頭亮、亀田晃巌、薬師寺公夫、 

        中路喜久子、大島利郎、小野美智子、優谷省子、城野眞理子、 

        前田正美、村田久美子、馬杉慎也、上野絵理子、藤井寿子、 

        森田信子、伊東光子、平岩万里子、佐々木由喜子 

 

   ●短期大学 学長 高杉巴彦、副学長 松井邦子 

         文化芸術学科長 伊東光子、環境文化学科長 平岩万里子 

         幼児保育学科長 佐々木由喜子 

教務部長 中西智江、学生支援部長 藤井真 図書館長 篠原いくよ  

華道文化研究所長 松井邦子、社会連携推進機構長 岩野勝人 

短大事務部長 岡田吉光 

   ●文化学院 学院長 岡稔晴 

   ●法 人  理事長補佐兼法人部長 馬杉慎也 

 

（３）人事・組織（２０２０年３月３１日現在） 

   法人職員      １名 

   短期大学教員    文化芸術学科 ８名  環境文化学科 ７名 

幼児保育学科 ９名       計２４名 

   短期大学職員    ２９名（派遣含む） 
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２ 事業の概要 

（１）当該年度の事業の概要 

 ①理事会、評議員会での協議事項 

 ２０１９年度 

  ５月３０日（木） 第１回理事会 

           （１）２０１８年度 事業報告について 

           （２）２０１８年度 決算について 

           （３）２０１８年度 監事監査報告について 

           （４）池坊文化学院長および寄附行為第７条第１項第２号理事 

           （５）寄附行為第７条第１項第４号理事 

           （６）寄附行為第２２条第１項第３号評議員の選任について 

（７）寄附行為第２２条第１項第４号評議員の選任について 

           （８）寄附行為第２２条第１項第５号評議員の選任について 

（９）寄附行為第２２条第１項第６号評議員の選任について 

（１０）寄附行為第８条監事の候補者について 

（１１）寄附行為の一部変更について（諮問） 

 

５月３０日（木） 第１回評議員会 

５月３１日（金） 第２回評議員会 
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         （１）議長および副議長の選任について 

         （２）寄附行為第７条第１項第３号理事の選任について 

         （３）寄附行為第８条 監事候補者の承認について 

         （４）寄附行為の一部変更について 

５月３１日（金） 第２回理事会 

          （１）評議員会からの諮問に基づく寄附行為の一部変更について 

          （２）寄附行為第１２条 理事長の選任について 

         （３）寄附行為第１３条 副理事長の選任について 

           （４）寄附行為第１３条 常務理事の選任について 

         （５）寄附行為第１６条 理事長職務の代理選任について 

         （６）学則の一部変更について 

         （７）５カ年計画に基づく新たな留学生政策について 

  ５月３１日（金） 第３回評議員会 

  ６月２７日（木） 第３回理事会 

           （１）平成３０年度経営改善計画実施管理表について 

           （２）留学生の減免策に伴う学則変更および新規程制定について 

           （３）前理事長退任に伴う慰労金について 

  ９月１９日（木） 第４回理事会 

           （１）寄附行為第２２条第１項第６号評議員選出について 

           （２）高大連携（協定校）に関する協定にもとづく覚書について 

         （３）規程の廃止について 

  ９月１９日（木） 第４回評議員会 

         （１）寄附行為第７条第１項第３号理事の選任について 

１１月２８日（木） 第５回理事会 

           （１）改正私学法に基づく寄附行為の変更について（諮問） 

           （２）２０１９年度補正予算について（諮問） 

 １１月２８日（木） 第５回評議員会 

          （１）改正私立学校法に基づく寄附行為の変更について 

          （２）２０１９年度補正予算について 

１１月２８日（木） 第６回理事会 

           （１）改正私学法に基づく寄附行為の変更について 

           （２）第２号議案 ２０１９年度 補正予算について 

  １月３０日（木） 第７回理事会 

           （１）学校法人池坊学園中期計画について（諮問） 

           （２）２０２０年度予算編成方針について 

           （３）池坊短期大学学則変更について 

           （４）池坊短期大学研究倫理に係る規程の一部改正について 

           （５）洗心館２階事務室ＧＨＰ空調改修工事の業務契約について 

           （６）洗心館 北側ブロック塀改修工事の業務契約について 
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１月３０日（木） 第６回評議員会 

          （１）学校法人池坊学園中期計画について 

１月３０日（木） 第８回理事会 

         （１）学校法人池坊学園中期計画について 

３月２６日（木） 第９回理事会 

           （１）２０２０年度予算について(諮問) 

           （２）２０２０年度事業計画について(諮問) 

      （３）規程の新設、一部改正、廃止について 

  ３月２６日（木） 第７回評議員会 

          （１）２０２０年度予算について 

          （２）２０２０年度事業計画について 

          （３）学校法人池坊学園役員報酬および退任慰労金規程について 

 

  ３月２６日（木） 第１０回理事会 

           （１）２０２０年度予算について 

           （２）２０２０年度事業計画について 

           （３）学校法人池坊学園役員報酬および退任慰労金規程について 

 

②学園の運営に関する事項 

理事会の執行機関として常任理事会を３２回開催。 

 

③短期大学の運営に関する事項 

  教授会を、原則毎月１回水曜日を定例とし、開催（本年度は２０回開催）。主として、

入試判定・卒業判定等の成績に係る事項、学籍に関する事項、次年度カリキュラム案策

定等に関する事項、教育研究・カリキュラムおよび科目担当等における学事関連事項に

ついて審議を行った。 

  ※教学系委員会等：教学役職者による教学ミーティングで教学施策原案づくりを行い、

学科会議からの提案を受けて再度教学ミーティングにて政策調整と審議を行い、教

授会へ上程する。その他主要な委員会としては、入試委員会、ＦＤ委員会、自己点

検・評価委員会等がある。 

  ※出版物：シラバス（講義概要）、学生生活のしおり、自己点検・評価年次報告書 

 

④エクステンションに関する事項 

 短期大学の社会連携推進機構において、エクステンション講座として、華道、茶 

道、香道の講座を運営した。また、施設利用として教室貸出を実施した。 

 

⑤事務体制に関する事項 

※関連する会議：事務責任者ミーティング、ハラスメント対策委員会、ＳＤ委員 

 会、花きらきら委員会等。 
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⑥学内行事に関する主な事項 

※祇園祭協賛「花きらきら」 ７月開催 

※短期大学｢大学祭｣ １１月開催 

※短期大学｢卒業展｣ ２月開催 

 

３ 財務の概要 

  ２０１９年度決算諸表、および２０１９年度決算の概要は、添付のとおりである。 

 

４ 主な事業内容 

（１）社会的責任を果たす経営体制の強化について 

法人の理事には外部の学識経験者が就任し透明性の高い理事会となっている。日常 

業務の審議機関である常任理事会は、常勤理事（理事長、副理事長、学長、常務理事、 

法人部長、教学事務部長）で毎週開催し、必要な施策を迅速に講じている。 

また、本学園における内部統制の有効性を高めるため、監事と会計監査人と連携し、 

会計と業務の監査機能を強化するために、内部監事室を設けコンプライアンスの実現 

に努めるため業務監査を行っている。 

情報公開についても学校教育法施行規則等に従いホームページや事業報告書等で 

積極的に開示をしている。今後も透明性の高い経営体制の維持、強化に努める。 

 

（２）新型コロナウィルスの感染拡大による対策について 

   ２０１９年１２月に中国の湖北省武漢市で「原因不明のウイルス性肺炎」として最

初の症例が確認されて以降、新型コロナウイルス感染による急性呼吸器疾患（ＣＯＶ

ＩＤ－１９）の流行が世界各国に広がり、本学においても学生・教職員等の健康、安

全および感染拡大防止を考慮し、卒業式典の内容および参列者の変更や卒業記念パー

ティーの中止、新入生対象の入学前教育の中止など新年度に向けたさまざまな行事等

が中止となった。 

   感染拡大対策として、「３つの密」の徹底回避や入講制限、検温および消毒の徹底を

行っているが、今後も、情勢の変化に柔軟に対応し、学生および保護者ならびに教職

員の健康と安全の確保を第一に考え徹底して対策を講じていく。 

 

（３）教職員人事制度の制度見直しについて 

   中期計画を推進し、より活性化した教職員組織の実現を図るため、「5 カ年計画委員 

会特別プロジェクト 教職員評価制度検討会議」を 10 月 10 日から 10 回開催し、現 

行制度の課題、見直しの方向性を多角的に検討し、本学の実情に見合った改定案の作 

成を行い、2020 年 4 月 1 日より新人事評価制度規程を施行した。 

 

（４）短期大学教学の充実について 

①教学改革プロジェクトの推進 

中期計画における教学改革プロジェクトで、２０１８年度には学生の学修成果の 

評価に関し、その質的な基準や評価の方法を定める方針を、アセスメントポリシー 
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として定義した。２０１９年度においては、文部科学省による入試改革を中核とす 

る高大接続改革の施策が発動されたことを踏まえ、まずは、入試制度の改革、そし 

て３つのポリシーの改定を含む全学科・コースのカリキュラム再整備を行った。さ 

らに今後の課題として、社会人基礎力を身につけるための教養科目分野の整理、入

試改革・カリキュラム再整備を踏まえた学生支援改革をスタートさせていく。 

 

②留学生・社会人の受入 

中期計画で示したように、社会人や留学生の需要に応えるための受け入れ体制を 

整備した。まず社会人は、京都府とハローワークが行う「離職者等再就職訓練事業 

（保育士養成）」の委託業務に応募して選定され、２０２０年度から幼児保育学科で 

訓練学生を受け入れることが決まった。留学生については、入試制度や授業料減免 

制度を見直し、積極的な募集活動を行うことで、過去最多の５カ国から十数名の新 

入生を迎えることとなった。また、留学生の日本語学習や学生生活を指導・支援す 

るため専任教員を配置することで、サポート体制も強化した。 

 

③チーム体制による学生支援 

本学ではこれまで、教員担任制度によって学生一人ひとりに手厚いサポートを行 

ってきたが、生活面や精神面で問題を抱える多様な学生をフォローする必要が生じ 

てきた。このため、支援すべき学生の状況に鑑みたチーム体制をその都度形成する 

ことで、担任だけが個人で問題を抱え込まずに、他の教職員やカウンセラー等の協

力を得ながら、様々な視点から問題解決に取り組む「チームサポート体制」を開始

した。今後は支援事例の実績を積みながら、先進的な支援モデルとして発信してい

けるようさらに推進していく。 

 

④卒業後３年サポートの実行 

    「卒業後３年サポート」の開始年度の取り組みとして、『ＳＮＳを利用した卒業生 

への定期的な情報発信』『相談用ＷＥＢ予約サイトの開設』『卒業後アンケート』を

実施した。実際に来校した卒業生は、仕事やプライベートの悩み相談だけでなく、

近況報告のために当時の友人とともに訪れる者も多く、各業界の情報を入手する機

会としても有効であった。またキャリア支援については、担任教員と職員のスムー

ズな連携により就職率９９．４％を達成することができた。 

 

（５）施設・設備の整備について 

   Windows7 のサポート終了に伴い全館（事務室、パソコンルーム、図書館、進路サポ 

ートルーム等）のパソコンを Windows10 にリプレイスした。また、学生満足度の向上 

のため、ラウンジなどの学生休憩場所に無線 LAN(Wi-Fi 環境)を整備した。 

その他、文部科学省の令和元年度私立学校施設整備費補助金（ブロック塀安全対 

  策事業）に採択され、老朽化していた洗心館北側のブロック塀の改修工事を行った。 
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（６）社会連携推進について  

エクステンション講座として華道、茶道、香道の運営を行った。社会連携事業とし 

ては 6 月に高田ケラー有子氏を招き、本学の幼児保育の一端を地域・社会に広く公開 

すべく子育てついての講演会を実施。１０月にはいけばなで彩られた舞台でロシアの 

ヴェルトグラード・トリオが行った音楽公演の実施。ロシア音楽といけばなの共演を 

通して、いけばなの新たな発見につなげていくことを目的とした。また亀屋良長の「か 

めや女子和菓子部」が二十四節気にあわせて創作した和菓子と本学学生が生けたいけ 

ばなを展示したコラボレーション事業を行い、学生に社会経験をつませるとともに地 

域連携をはかった。 

 

（７）募集状況および高大連携について 

２０２０年４月入学生の募集活動は、入学定員２５０名に対し２４３名の出願があ 

り、２２０名（文化芸術学科６７名、環境文化学科８９名、幼児保育学科６４名）が 

入学し充足率８８％で、前年度入学生（１９６名）に比し、増加した。 

２０１９年度においては、受験生への訴求力を増した広報媒体、オープンキャンパ 

スの開催、学外ガイダンスの参加、京滋地区を中心とした高校訪問等これまでの取り 

組みの継続を行い、新たに高大連携として、京都翔英高等学校、近江兄弟社高等学校 

（滋賀県）を提携校とした。 

また、中期計画にもとづき多様な学生の受入を行った結果、十数名の外国人留学生 

や京都府委託訓練事業（保育士）の委託訓練生として数名（幼児保育学科）が入学し 

た。 

しかし、定員充足には至らなかった訳であるがこれには複数の要因が考えられる。 

最も大きなものは、さらにオープンキャンパス参加者（前年度比１１２％）が増加し 

たにもかかわらず、出願に繋げられなかったことである。特に幼児保育学科に関して 

は、オープンキャンパス参加者が昨年度と比べ増加しているにも関わらず、入学生増 

にならなかったのが一番の要因である。各学科の定員充足率から見ても、特に幼児保 

育学科については、他学との差別化を更に進めると同時に「中期計画」に基づき、定 

員充足を図るための学生募集戦略を再構築し、２０２１年４月入学生の募集活動での 

達成を目指す。 

 

５ 資料 

池坊短期大学学生数の推移 

 （各年度５月１日現在） 

年度 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

文化芸術学科１年次生 38 46 64 57 64 65 

２年次生 31 38 44 62 56 63 

学科計 69 84 108 119 120 128 

環境文化学科１年次生 78 78 59 85 80 68 

２年次生 79 75 73 57 79 68 
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学科計 157 153 132 142 159 136 

幼児保育学科１年次生 － － 42 52 59 63 

２年次生 － － － 40 53 59 

学科計 － － 42 92 112 122 

合計 226 237 282 353 391 386 

 

以上 

 

 
〔事業報告書に関する問い合わせ先〕 

 学校法人池坊学園 

 〒600-8491 

  京都市下京区室町通四条下る鶏鉾町４９１番地 

電話：075-351-8581 

E-mail：admis@ikenobo-c.ac.jp 


